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石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目の化学的研究

第 1報 可溶性有機成分について

小黒美樹

〈北海道大学水産学部海藻化学教室〉

Chemical Studies on the Current Rip in Ishikari Bay caused 

by the Ishikari River flowing into that Bay 

1. On the soluble organic matter 

Miki OGURO 

Abstract 

The writer has carried out investigation of the soluble organic matter in the water on the 

form of the current rip in Ishikari Bay caused by the inflow of the Ishikari River. 

The resu1ts obtained are summarized as follows: 
1. Soluble organic matter in the current rip in Ishikari Bay caused by the inflow of the Ishikari 

River was found in quantities of from 3.01 to 6.71 mg/L. 
In sea water，∞ncentrations under 3.01 mg/L were observed. 
2. The soluble organic matter was abundant in the surface water to the depth of 2.5 meters in 
the mouth of the Ishikari River， but generally became less at the river mouth with depth. 
On the other hand， in the offing， the ∞ntent values were abundant at the river mouth with 
depth， but the high values of soluble org加 icmatter moved from place to place. 

結言

潮境が古くから種々の漁場となることは，多くの人々によって知られ，その形態についての研究も行われ

ている。近年，松平・その他等1)2)3)は海洋における生物生産の場としての潮境の生態的な意義を解決する手

懸りとして，溶存酸素と無機態燐酸塩湯度との関係，またプラ yグトシ資源、分布，或はサシマの分布と泊滋

について等の報告がある。

石田・鈴木・佐野4)5) は漁場学的にみた潮境の形態について，レーダー，航空機，音響探知機，肉眼等に

より種々調査し，研究を行い，その結果について報告された。また1959年，石狩湾には沿岸水と暖流系湾流，

冷水塊と暖流系湾流などによって生ずる潮目もあるが，石狩川の河水の流出によって湾内に出来る潮目の形

態についての研究調査は全くない。鈴木等6)は，それらの究明の一助として超音波からみた潮目の形態につ

いての研究を行い，その結果が報告された。また石狩川口附近の湾奥部における幼稚魚について，小林7)に

よって報告されている。

石狩川は石狩川沿岸の開発が進むにつれて，川の汚染がひどくなり，河水によって運ばれる汚染物が石狩

湾に出，外洋水，石狩湾水にて稀釈され海底に蓄積される。石狩川の流出によって生ずる潮目についての化

学的研究は少く，石狩川の河水によって石狩湾に搬入された可溶性有機物についての研究は全く無u、。

可溶l性有機物は，港湾において，都市排水，工場排水等の影響する海区や，海洋で沿岸水や河川の影響，

特に海水と河水とによって生ずる潮目について，河JIIの彰響を調べる際には重要な要素である。

著者は鈴木等の研究調査の一部として，石狩JIIの河水と石狩湾の湾流によって顕著な潮境が生成する際，
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河水によって搬入された可溶性有機物を測定し興味る結果を得たのでここに報告する。

なお，本研究に際し，試桝の提出を受け種々御便宜を賜った本学部，鈴木恒由講師並びに分析に御協力下

さった岩間秀彦の諸氏に感謝する。

試料及び実験方宏

石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目の分布状態は，著しく風向によって左右されるので，南風系

の時を選び.1959年7月-8月にわたって観測点42をとり採水を行った。観測地点は第1図に示す如くであ

る。採水には北原式乙型採水器を用いて海水をボリエチレ y瓶に採取し，草野栓し，ロウにて密閉し，実験室

に持ち帰り，直ちに可溶性有機物の分析を「海洋観測J8，法に従って行った。

18HIKARI BAY 
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Fig. 1. Station8 of observation in 
18hikari Bay 

実験結果

海水中の可溶性有機物の分析結果を第1表に示

した。可溶性有機物の分布については，表面は第

2図，水深 2.5mを第3図，水深5mを第4図，

水深10mを第5図，海底層水を第6図に示した。

表面海水(第2図〉については，河口附近一帯

が 7.72-22.75mg/lの非常に高い値を示してい

る。これは石狩)11の河水によって運ばれる有機物

量の多い事を示唆している。また 8t.29において

は.6.71mg/lを示し他の 8t.に較べて約5倍の

有機物量を示していて，河水によって生ずる潮境

においては.3.0l-6.71mgllの値となっており，

こより左右両側即ち，海水区においては有機物量

が滋少している。

水深2.5m(第3図〉において，河口附近に可溶

性有機物が多く，沖合に出るに従って減少してい

る。水深5m(第4図〉においては，河口附近は

2.44-3. 56mgllであって，水深2.5mほどの可溶

性有機物は見られず.8t. 29において 7.26mg/l 

という高い値が見られる。水深lOm(第5図〉に至

つては，それほど高い値は見られず.2.44-3.62 

mgllであり，海水区に見られる値と愛りはない。

海底層水〈第6図〉についてみるに，圧倒的に河

口附近が有機物量は多しその分布状態は表面海

水と同様であるが，有機物の値は表面海水より低い値を示している。

考 察

石狩湾は一般に第7図に示した如く，暖流系水が積丹半島添いに湾内に浸入し，湾内に左旋流をおこさせ

ると同時に，厚田，小樽の沿岸に弱い反流をおこさせる。石狩JIIから流出する河水は第8図~第16図に示

したように湾流に乗り皮流の状態となって沖合に運ばれると同時に，河水と海水との境界面に顕著な潮目が

発達する。第2図よりflJる如く，石狩湾表面海水の可溶性有機物は，石狩川の河口附近海域と.8t. 29海域

に高い値が見られる。また水深2.5mにおいても同禄な分布を示しているが，水深5m. 10mと深くなるに
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Table 1. Soluble or伊nicmatter of rea water in Ishikari Bay 

Station N0.|lDeopbth sewof ed the 
Soluble Organic DeOpbth sewof 吋~he I Soluble Organic 

Station No. 
Layer (m) Matter (mg!L) Layer (m) I Matter (mg/L) 
。 2.70 。 8.26 

1 2.5 3.29 2.5 5.10 
5 3.14 15 5 2.92 
8 3.40 10 3.08 

14 9.04 。 2.65 

2 2.5 3.48 。 7.58 
5 2.65 16 2.5 5.40 
8 2.97 5 2.84 

。 2.97 。 3.01 
3 2.5 2.56 5 2・g

5 3.04 18 10 2. 
15 3.32 。 3.57 20 2.60 

4 2.5 2.60 25 3.08 
5 2.80 。 2.66 

5 
。 2.29 2.5 2.57 
3 2.28 5 2.47 

。 3.52 
19 10 2.77 

15 2.92 
6 2.4 5 3.84 20 3.39 

3.13 24 2.68 。 7.72 。 2.71 
7 2.5 3.13 2.5 2.59 

5.5 3.04 5 2.47 。 4.85 20 10 3.54 

8 2.5 14.53 15 3.56 

5 2.44 20 2.90 
24 3.30 

O 3.31 。 3.93 2.5 3.15 2.5 3.12 
9 5 2.99 5 2.31 10 2.44 21 10 3.48 15 3.46 15 3.13 20 3.25 20 2.99 。 2.66 。 3.13 2.5 2.66 

5 2.66 22 5 3.05 
11 10 2.45 10 3.38 15 2.56 15 2.44 

20 2.56 。 3.92 。 3.13 
2.5 2.85 

2.5 2.80 23 5 1.97 
10 2.84 12 5 2.49 15 2.95 10 2.77 

15 3.01 。 3.01 

O 6.69 
2.5 3.12 
5 3.24 

13 
2.5 5.00 24 10 2.80 5 2.85 15 2.68 10 2.91 20 2.56 。 7.27 25 2.34 

14 
2.5 5.50 
5 3.55 
10 2.53 
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Soluble Organic 
加山 i鴨おk Soluble Organic Station No. Observed 

Layer (m) Matter (mg/L) Layer(m) Matter (mg/L) 

。 2.56 。 2.05 
5 2.34 5 2.56 
10 2.44 33 10 2.65 

25 
15 2.92 20 2.36 
20 2.84 30 2.13 
25 2.36 
30 2.97 O 4.43 
35 3.13 5 3.53 

34 10 3.52 。 2.98 15 2.67 
5 3.42 20 2.84 

• 10 2.73 24 3.07 
26 15 2.96 

20 2.93 O 3.89 
25 3.01 5 3.60 
30 3.29 35 10 3.45 

15 2.79 。 2.91 20 3.00 
5 2.99 
10 2.72 。 3.75 

27 15 2.83 37 5 3.46 
20 2.52 10 3.18 
25 3.24 
30 2.83 

。 2.43 
5 2.17 。 2.47 38 10 5.27 

5 7.26 20 5.02 
10 3.48 30 2.98 

28 15 4.97 
20 2.68 

。 3.79 

25 2.73 2.5 2.22 

39 
5 2.59 。 6.71 10 2.64 

5 2.84 15 2.84 

29 
10 2.92 20 3.66 
15 4.18 
20 3.33 

。 2.68 

24 2.17 5 4.96 
40 10 2.14 。 3.29 15 2.49 

5 3.40 20 3.23 
30 10 3.62 

15 3.03 
。 3.42 

20 2.67 5 5.95 
41 10 5.80 。 3.22 20 3.65 

31 5 2.84 30 2.40 
10 2.73 
15 2.63 

。 2.81 
5 3.45 

O 4.94 42 15 2.50 
5 3.19 20 2.63 

32 
10 2.65 25 2.58 
15 4.00 
20 5.39 
30 6.05 

-74ー



1961) 小黒:石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目の化学的研究

〉

Fig. 2. Horizontal distribution of soluble 
organic matter (mg/L) SurfaωLayer 

吾

Fig. 3. Horiz∞tal distribution of soluble 
organic matter (mg/L) 2.5 Meter Layer 

Fig. 4. Horizontal distribution of soluble Fig. 5. Horizontal distribution of soluble 

organic matter (mg/L) 5 Meter Layer organic matter (mg/L) 10 Meter Layer 
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Fig. 6. Horizontal distribution 

of soluble organic matter (mg/L) 

Bottom Layer 

つれて 5t.29海域の可溶性有機物も少くなると共に河

口附近の可溶性有機物量も急激に減少していることは

第2図~第6図より明らなことである。

かくの如く河口附近一帯と.5t. 29海域に高い値が

みられるのは，石狩川河水によって，有機物が運ばれ，

沿岸添いの底層流により河水の流速が緩漫となるため

に河口附近において高い値を示す。流速が緩漫となっ

た河水が底層流の上層部に流上し，第12図，第13図，

第14図等より明らかな如く 5t.29海域に達し，可溶性

有機物が幾分濃縮された形となり高い値を示すものと

考えられる。

石狩湾の石狩JIIの河水によって生ずる潮境の可溶性

有機物は前述の如くで，本調査時における潮境は第1

図に示した如くである。この潮境附近では3.01-6.71

mgllで，海水区では 3.01mg/1以下の値tこ猷少して

いる。しかし，その揺撤，分布状態は，塩分の場合と

異なって沖合に行くに従って表面より中層，下層えと

その分布の最高値が移動するとともに広がっている。

これは海水中の有機懸濁物が，海水中に溶存する強電

解質の塩によって凝集を起し，徴粒子状に，ゲ)1-化し

沈降速度が遅くなるためと考えられる。

15H1且AR1 BAY 

Fig. 7. Schematic representation of the hydrographic 

∞ndition5 of I5hikari Bay 
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Fig. 8. Vertical distribution of soluble organic matter 

from st. 1 to st. 8 in Ishikari bay 

Fig. 9. Vertical distribution of soluble organic matter 

from st. 10 to st. 16 in Ishikari Bay 

Fig. 10. Vertical distribution of soluble organic matter 

from st. 18 to st. 24 in Ishikari Bay 
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Fig. 11. Vertical distribution of soluble organic matter from 

st. 25 to st. 31 in Ishikari Bay 

Fig. 12. Vertical distribution ofωluble organic matter 

from st. 32ωst. 37 in Ishikari Bay 
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¥ミミ

Fig. 13. Vertical distribtion of soluble organic matter 

from st. 38 to st. 40 in Ishikari say 

Fig. 14. Vertical distribution of soluble organic matter 

from st. 6 to st. 42 in Ishikari Bay 

二〉
一¥¥

書5

Fig. 15. Vertical distribution of soluble organic matter 
from st. 7 to st. 40 in Ishikari Bay 
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Fig. 16. Vertical distribution of鉛 lubleor伊nicmatter 

from st. 5 to st. 41 in Ishikari Bay 

要約

(XII， 1 

石狩川の河水によって生ずる潮目について，河J1Hこより運ばれる陸性可溶性有機物の分布について研究を
行い次のような結果が得られた。

1)潮境においては 3.01-6.71mg/l高い値がみられた。

2) 潮境の左右の海水区では 3.01mgfl以下の値を示した。

3) 石狩川の河水は石狩湾の湾流に乗り，皮流の状態となって沖合に運ばれる。

4) 石狩川河口附近において，可溶性有機物量は表面より約2.5mまでは圧倒的に多い。水深2.5mより

以深では可溶性有機物量は減少しているが， st. 29海域に最高値が見られる。これは海水が底層流の上

層部に流上して濃縮されるためと思われる。

5) 河口から沖合に行くにつれて表面より中層，下層へと，有機物量の最高値が移動すると共に広がって

いる。これは海水中の有機懸濁物が，海水中の強電解質の温によって凝集を起し，微粒子状となるので

沈降速度が遅くなるためと考えられる。
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